
 

 

 

 

 

 

 

■地域の記憶をいかにして残すか 

ー福岡市中央区ロータリー交差点改修整備事業― 

  福岡大学 助教 石橋知也 

 

1．はじめに 

本稿は，福岡市中央区の清川 172 号線において行わ

れたロータリー交差点改修整備事業を対象に，事業経

緯ならびに検討過程に加え実際の整備状況について報

告するものである．また整備事業の振り返りによって

みえてきた事業の特徴について論じる． 

 

2．ロータリー交差点改修整備事業の概要 

(1) 事業実施の経緯 

福岡市は，市内の道路整備の指針として 2009 年に

「福岡市道路整備アクションプラン2011」を策定して

おり，その基本方針の一つとして『すみよいまち「ふ

くおか」をささえる道づくり』を掲げ，「通学路に指定

されている道」等を優先的に整備している．これをう

け，以前より「歩道の勾配や段差」「街路樹の根上がり」

「大雨時の水害」等の問題が指摘されていた清川 172

号線において，安全かつ快適な歩行空間への改善を目

指し，2011年度から3年計画で整備がおこなわれるこ

ととなった．清川172号線は全長860mの片側1車線

道路で，前述したロータリー交差点を有しており道路

整備に連動した何らかの改修が見込まれていた． 

(2) 事業の体制と方針 

事業は，福岡市中央区地域整備課と建設コンサルタ

ントによって推進され，筆者の所属する福岡大学景観

まちづくり研究室が協力する体制をとっている．福岡

市は，道路整備に際して，ロータリー交差点を存続さ

せるか否かを決定する必要があったため，清川 172 号

線の沿道住民の方々に参加を促すかたちで複数回のワ

ークショップ（以下，WS）を開催する方針とした． 

事業の工程は，2010年度に4回のWSならびに基本

設計をおこない，2011年度に道路・交通の両管理者間

の協議をすすめ，その後 3 区間にわけて着工されてい

る．なお，ロータリー交差点区間は 2014 年 5 月に竣

功した． 

 

3．清川ロータリーワークショップの開催 

清川ロータリーWSは，2010年12月から2011年3

月にかけて計 4 回開催され，沿道住民の参加のもとロ

ータリー交差点の整備方針について検討がおこなわれ

た．WSの企画・運営は福岡市・建設コンサルタント・

大学の三者協働でおこない，交通管理者の立場として

福岡県警察中央警察署の担当官にも WS に同席してい

ただいた．また毎回の WS の内容をニュースとしてま

とめ，地区住民の方に配布して参加の呼びかけと情報

共有を図った． 

(1) 第1回ワークショップ 

第 1回WSは 2010年 12月20日に開催され，テー

マは「清川ロータリーを知ろう」であった．ここでは，

事業主である福岡市が清川 172 号線の道路整備事業の

内容を説明し，大学はロータリー交差点の歴史調査の

結果ならびに交差点交通調査の結果を報告した．加え

てロータリー交差点を日常的にみている住民からの意

見を集約していった．その結果，ロータリー付近での

交通事故など安全面での不安があるものの，ロータリ

ーが地域を代表する存在であり歴史性も有しているこ

とをふまえ，「ロータリーを存続させた交差点」として

整備することが合意された． 

(2) 第2回ワークショップ 

第2回WSは2011年1月17日に開催され，テーマ

は「改修計画の内容を検討しよう」であった．ここで

は，ロータリー交差点の問題点を共有し解決策を話し

合い，改修の方向性を検討した．その結果，自動車に
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対してロータリーの通り方を明示すること，自転車通

行に対する配慮をおこなうこと，歩行者優先の整備を

おこなうこと等の意見を得ることができた． 

(3) 第3回ワークショップ 

第3回WSは2011年2月23日に開催され，テーマ

は「改修計画の詳細を検討しよう」であった．ここで

は，第 2回WSでの意見をふまえたロータリー交差点

改修デザイン案を 3 つ提示し，それぞれに対して賛同

できるところと気になるところについて意見を集約し

ていった．その結果，3案中の1案に絞るのではなく，

各案のもつ良い点を重ね合わせることで最終デザイン

案を導出する方向性が合意された． 

(4) 第4回ワークショップ 

第4回WSは2011年3月23日に開催され，テーマ

は「改修計画を確認しよう」であった．第 1 回から第

3 回までの WS で検討した内容を基に作成されたイメ

ージ図を用いて，改修計画の確認がなされ最終デザイ

ン案で整備されることが決定した．また今後の工事工

程の共有もなされている． 

 

4．ロータリー交差点改修整備の詳細 

まず，整備前から指摘されていたロータリー交差点

の課題について整理する【写真１】．第一に，ロータリ

ーへの接触回避である．沿道住民からもこれまでの交

通事故について多くの意見が挙がった．第二に，ロー

タリーに面する歩道付近への駐車車両の排除であり，

ロータリー空間内での円滑な車両通行を駐車車両によ

って妨げることは避けなければならない．第三に，交 

写真 1 改修整備前のロータリー 

差点に進入する車両の速度を減速させることである．

そして第四に，ロータリーを通行する歩行者や自転車

の移動距離をできるだけ短縮することであった． 

次に，これらの課題を解決することを念頭に改修整

備されたロータリー交差点の要点を以下に示す． 

(1) ロータリーの視認性と存在感の向上 

ロータリーの形状については，従来のものよりも高

くかつ直径を大きくつくることによって，視認性を向

上させている【写真２】．また，ロータリー立ち上がり

部から外側に約 70cm のピンコロ石舗装を設け，道路

舗装とロータリーの間の緩衝帯として機能するように

した【図１】【図２】．これはロータリー交差点の設計

上の重要な工夫点であり，車道の舗装とは色や材質を

変えることで，通過車両を減速させる効果があるとさ

れる．夜間の対策としては，反射板を設けることによ

り高い視認性を確保することとした．なお，反射板設

置について，ロータリーの造形にできるだけ影響を与

えないよう，細長い棒状のものを採用し必要最小限の

本数に留めている． 

(2) ロータリー交差点周辺の歩道部の拡幅 

従来の歩道部をロータリー中心方向に向けて拡幅し，

歩道に沿うように駐車する車両が発生しないようにし

た【図３】．加えて，歩道部に縁石を立ち上げると同時

にポール形式の車止めを配すことによって駐車車両の

歩道への乗り上げも防いでいる【写真３】．縁石と車止

めの両方を用いたのは沿道建物への車両の衝突を防ぐ

意図も含まれている．このことも沿道住民の過去の経

験から挙げられた意見を踏まえた対策のひとつである． 

写真 2 改修整備後のロータリー 
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図 1 ロータリー平面図（福岡市提供の資料より） 

図 2 ロータリー正面図（福岡市提供の資料より） 

図 3 整備前後での路面標示の変更（整備後を赤い線で

表現している）（WS資料より） 

 

(3) ロータリー改修に連動させた路面標示の変更 

ロータリーに進入する車両速度を逓減させるために，

交通量の比較的多い南北方向の交差点入口部に減速標

示を施している【写真４】．一方で，歩行者や自転車の

交差点での移動距離が短くなるように，横断歩道の標

示位置を従来よりもロータリー中心側に4箇所全て移

動させている【図３】． 

  写真 3 歩車道境界には縁石と車止めを設置 

写真 4 交差点入口部に施した減速標示 

写真 5 上方からの交差点全景 

 

(4) 歴史を継承し地域のシンボルとなる造形 

ロータリー中心部には石材をくみ上げたモニュメン

トを設置している【写真５】．この造形は，WSにて話

題となった交差点の歴史に由来している．大正時代に

本地区が開拓されたとき以来，隅切りされた交差点の

反 射 板 
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存在が当時の測量地図からも確認でき，この交差点に

はかつて井戸が存在していたなど生活に密着した交流

の場であったことが把握された，という歴史調査結果

に基づいている． 

 

5．まとめ（事業を振り返って） 

以上駆け足ではあったが本事業の経緯から WS の過

程，さらに出来上がったロータリーの詳細について述

べてきた．WS のすすめ方については特別に変わった

ことをしたわけではないが，特筆すべき点としては，

交通管理者である警察の担当官に同席いただけたこと

であろう．これによって，交差点改良に関する「でき

る／できない」の判断が WS 中に可能となり，WS に

おける議論の焦点が「単なる理想を語ること」から「実

現可能な方向性の模索」へと絞られたことは本 WS プ

ロセスの成果であるといえる．事前に福岡市が福岡県

警察と連携をとり，WS への参加を促していたことは

評価されるべきであろう．一方，本 WS での合意形成

に着目すると，ロータリー交差点を存続させるか否か

を決定する重要な場面を第 1 回に設定し，ロータリー

の歴史・交通調査等といった準備を十分におこなった

ことが事業そのものの推進に寄与したといえる．特に，

地域資源（清川にとってのロータリー）を保存活用す

る際に歴史的な価値付けが大きく影響を与えた．これ

より，地域の抱えている資源の価値や状況を客観的に

説明できる第三者の立場（今回はたまたま大学研究室

が担った）からの説明は重要な意味をもつことが改め

て確認されたと考える．本事業が近年話題となってい

る「ラウンドアバウト」のひとつの参考事例として取

り上げられることを願う次第である．本稿に関連する

既報の文献として「小西圭介，石橋知也，柴田久：道

路改修計画における地域資源の活用に関する研究－福

岡市中央区清川ロータリーを事例として－，平成22年

度土木学会西部支部研究発表会講演概要集，Ⅳ-42，

pp.589-590，2011.3」を紹介し結びとする． 

（本稿をまとめるにあたり，福岡市中央区地域整備課

ならびに株式会社アーバンデザインコンサルタントの

担当各位に取材協力をいただきました．ここに記して

謝意を表します） 

  （2014年12月入稿） 

第 4回 日本都市計画学会九州支部幹事会議事録 

 

日 時：平成 26年 10月 17日（金） 15:00～16:30 

場 所：天神西茂ビル 6階 602号室 

出席者：外井哲志，坂井猛，橋本信幸，吉武哲信，内

田智昭，大枝良直，加知範康，辰巳浩，堤昌文，永村

景子，日暮光一郎，松永千晶，箕浦永子，山下三平，

吉城秀治（15名） 

 

議事内容 

１．前回議事録の確認（外井） 

・事前メール審議に基づき，前回の会議内容を確認

した． 

２．理事会報告（9月 29日分）（外井） 

・ 平成 26年度第 6回理事会（9/29）の資料を用いて

報告がなされた． 

３．平成 26年度支部主催シンポジウムについて（吉武） 

・ 別途資料に基づき，シンポジウムの企画案「（仮）

国際観光からの地域活性化～多様な旅行者に対応

したおもてなしを通じて～」について日時・会場・

講師およびパネラーが提案され，承認された． 

・ 資料代の徴収について，参加者多数で余剰が出る

場合には，講演者の謝金を増額する(支部会計には

入れない)，との方針にて承認された． 

・ シンポジウムの聴講者は自治体，事業者，など幅

広く需要を想定した上で，興味を示す関係者を集

客できるよう PR 方法，PR 先を今後検討すること

とした（PR先の候補；九州風景街道の関係者，観

光関係者，外国人観光客を多く受け入れている自

治体，クルーズ船が来航する自治体(長崎・宮崎・

鹿児島)，など）． 

４．支部活動の検討；支部研究発表会について（吉武） 

・ 別途資料に基づいて発表会開催の可能性について

提案，議論がなされた． 

・ 九州支部では研究発表会の代わりに，ポスターセ

ッションが設置された経緯が確認された． 

・ 支部シンポジウムと併せて開催とした場合，支部

シンポジウムの時期が固定されるため年間スケジ

ュールが立てにくくなるとの指摘がなされた． 

・ Proceedingsを作成して実績と出来るようにする，
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博士学生が研究初期に他大学の研究者からアドバ

イスを得る機会とする，など支部内で発表するメ

リットが必要であるとの指摘がなされた． 

・ 支部総会の開催に併せて実施，ポスターセッショ

ンは継続，博士学位取得者のお披露目として行う，

との方針にて，引き続き検討することとなった． 

・ 支部総会当日は，午前中の時間帯も含め，総会・

幹事会・ポスターセッション・研究発表会・まち

づくり賞表彰式を実施する方向で，引き続き具体

的な検討を行うこととした． 

５．「支部ニュース」（10月発行分）（箕浦） 

・ 別途資料に基づき，「支部ニュース」（10月発行分）

について紹介された. 

６．「支部だより」（10月号）（永村） 

・ 別途資料に基づき，「2014年度の支部だより（「都

市計画」）」の方針と予定および「支部だより」（10

月発行分）について紹介され，承認された． 

７．名義後援について（坂井） 

・ 別途資料に基づき，名義後援依頼（2 件）が提案

され，2件とも名義後援が承認された. 

８．会計報告（内田） 

・別途資料に基づき，9 月末時点の出納報告がなさ

れ，原案どおり承認された. 

９．その他（箕浦） 

・ 別途資料に基づき，著書紹介の受入について，こ

れまでの対応や受け入れを行う場合の注意点につ

いて指摘がなされた． 

・ 受入のルールを含めて検討すること，支部として

何を広報するかを含めて議論すること，が今後の

検討課題となった． 

 

 

第 5回 日本都市計画学会九州支部幹事会議事録 

 

日 時：平成 26年 12月 19日（金） 15:00～16:30 

場 所：天神重松ビル 3階 302号室 

出席者：外井哲志，橋本信幸，吉武哲信，伊東博史，

内田智昭，辰巳浩，趙世晨，堤昌文，永村景子，山下

三平，吉城秀治（11名） 

 

議事内容 

１．前回議事録の確認（吉武） 

・事前メール審議に基づき，前回の会議内容を確認

した． 

２．平成 26年度支部主催シンポジウムについて（吉武） 

・資料に基づいてシンポジウム内容，準備状況の説

明がなされた． 

・前回提示した企画からの変更点(パネリスト追加，

開始時間の 30分前倒し)について説明があった． 

・来年度のシンポジウムは全国大会(宮崎市開催)に

併せて，特別セッション設ける，現場エクスカー

ション等を検討したい． 

３．研究分科会の応募状況(堤) 

・応募期間を延期して 22 日に再応募(再応募締切 1

月 16日(金))を行うことで承認された． 

・審査員は土木分野は外井支部長，吉武幹事長，堤

幹事，建築分野は坂井副支部長，趙幹事，橋本幹

事，とする． 

・2 月 6 日幹事会での採否決定に向け，審査日程は

資料の延期案にて進めることで承認された． 

４．まちづくり賞の応募状況(趙) 

・現在 1件応募済． 

・そのほか複数件の問い合わせがあるため，応募は

増えると思われる．初回なので，なるべく積極的

な応募を再度，呼びかけてほしい．各地域の幹事

には再度，該当事例がないか，推薦を依頼する． 

・3件程度を表彰予定である．1月中旬ごろ，審査を

行いたい． 

・選考委員長は吉武幹事長とする． 

・審査基準がまだ決まっていないため，既に実績の

ある関西支部の審査基準等を参考にして検討する． 

５．支部活動の検討；支部研究発表会(吉武) 

・支部研究発表会の実施検討について，資料に基づ

いて説明かなされた． 

・現在実施しているポスターセッションの拡充の可

能性を検討することとなった．北海道支部の実施

方法を参考に，午前にポスターセッションを実施

し，その中から優秀賞受賞者には午後に再度，全

体発表の場を設ける案を検討することとなった． 

・会員著書については，支部ニュースでは紹介せず，
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Who’s whoで紹介していただくこととする． 

６．支部長賞(永村) 

・1月中旬に学科主任宛に依頼状を発送予定である．

学科主任名での推薦をお願いする． 

・ポスターセッション(PS)の規定を再度確認し，PS

への応募が活発になるよう，必要に応じて応募条

件の緩和を行う． 

７．支部だより(永村) 

・資料に基づいて支部だより(12月分)について報告

がなされた． 

８．事業計画(内田) 

・支部発表会の開催有無等で事業計画を変える必要

がある，予算編成の都合上，全国大会時に支部主

催シンポジウムを開催するかどうか，早急に決め

る必要がある，との説明がなされた． 

・全国大会時に企画を設ける場合は，宮崎への幹事

旅費等が必要となる． 

・来年度予算は，支部に配分される総額のみ決定し

ている． 

９．会計報告(内田) 

・資料に基づいて現状の報告がなされた． 

１０．名義後援(吉武) 

・資料に基づき「日本風景街道大学」の名義後援依

頼について説明があり，承認された． 

１１．理事会報告（12月 8日分）（外井） 

・平成 26年度第 8回理事会（12/8）の資料を用いて

報告がなされた． 

１２．その他 支部総会の日程について（外井） 

・当初の予定通り，平成27年度の支部総会は4日(土)

に開催することで決定した． 

 

 

■支部ニュースに関する問合せ・連絡先 

支部ニュースに関するお問い合わせやご意見等がご

ざいましたら下記までご連絡ください．各種イベント

（シンポジウムや講演会等）のお知らせ等を掲載する

ことも可能です．案内文を下記までお寄せください． 

【公益社団法人日本都市計画学会九州支部事務局】 

TEL& FAX : 092-802-3435 

E-mail：cpij-q@doc.kyushu-u.ac.jp 
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